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clump cluster/chain galaxyからの円盤とバルジの形成 



円盤銀河はどのようにして出来るのか？ 

•  近傍宇宙で観測される銀河は非常に整った形状をしている。 
▫  円盤　（～10kpc） 
▫  バルジ　（～1kpc）	



clump cluster / chain galaxy 

•  円盤が形成される際に”クランプ”状の星形成。 
•  クランプの質量　 105 ~ 109 M 

Elmegreen et al. (2009)	 

Elmegreen et al. (2009)	 

Elmegreen et al. (2004)	 



•  数値シミュレーションによる実証  
▫  Noguchi (1998) 

  回転を与えたガス球のコラプス。 
  複数のクランプが形成され、中心でバルジを作る。	

Noguchi (1998)	 







結論 

•  clump cluster / chain galaxyでは、クランプが円盤
とバルジを作る。 

▫  クランプから形成されるバルジはpseudobulgeとして
の性質を持つ。 

▫ 円盤銀河の円盤は、クランプが壊されることによって
形成される。	



60kpc	 





DM mass  =  4.7×1011 M 
Gas mass  =  5.0×109 M	 

Stellar mass  =  2.5×1010 M                         Bulge/Total = 0.18 





classical bulge or pseudobulge? 



簡易診断 Sersic profile fit 
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•  表面輝度プロファイルから簡単にわかる診断法。 

•  n>2.0 ⇒ classical bulge 
•  n<2.0 ⇒ pseudo bulge 

•  n=0.9 
▫  簡易診断では 
　　　pseudobulge 
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形状と回転 
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クランプによる円盤形成 



クランプによる円盤形成 

•  円盤のクランプ起源である質量の割合 
▫  円盤の何割が、クランプからばら撒かれた星で出来ているか？	

円盤領域で形成
された星	

クランプ内で形成
された星	



クランプによる円盤形成 

•  円盤のクランプ起源である質量の割合 
▫  円盤の何割が、クランプからばら撒かれた星で出来ているか？	

粒子質量≈2000M	 

クランプとする星団の最小質量[M] 

N>100	 



まとめ 



•  数値シミュレーションによる実証 
▫  Dekel, Sari & Ceverino (2009) など… 

  宇宙論的シミュレーション 

 Dekel, Sari & Ceverino (2009)	 



Bournaud, Elmegreen & Elmegreen(2007) 

•  クランプから円盤が形成される
割合は～20%程度。 
▫  2×108Ms以上をクランプとする。 



Elmegreen et al. (2009) 


